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ご挨拶

会 長 挨 拶

一般社団法人　鹿児島県設備設計事務所協会

会長　　田中　義人

　平素は、当協会の活動に格別のご指導、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　
　昨年より一向に収束の兆しを見せない新型コロナウイルス感染症のために、当協会活動も例年
の行事がほとんど開催できない状況で２年目を迎えました。毎年１０月開催の会員大会も、昨年に
続き本年も開催できなくなりました。会員相互のコミュニケーションや、常日頃お世話になって
いる皆様との意見交換もままなりません。
　
　その中で昨年、皆様のご協力を頂き、協会誌「－かごしまをつくる設備設計－人・環境・みらい」
を創刊することができました。デジタル化が進むこの時代ではありますが、冊子での情報発信
により私たちが職業としている設備設計を社会の皆様に紹介し、次世代へこの仕事をつないでい
くためのツールとして活用したいと考えています。
　
　本年度は、「環境」をテーマとして鹿児島大学建築科教授の鷹野先生や、ＮＰＯ法人エコ
サポートＴＧＡＬ久留理事長に寄稿頂き、木材の活用やＳＤＧsの紹介などの記事を掲載して
おります。協会会員の環境への取り組みについてのアンケート結果も掲載しており、会員の取り
組みの状況が分かると思います。また、本会員の作品紹介や会員紹介及び会員名簿等も載せて
います。是非、ご一読下さい。
　
　さて、私たち建築設備に携わる技術者に要求される技術は年々高度化しており、その役割が
増しています。例えば、２０５０年カーボンニュートラルに向けた環境問題への取り組みや、ＢＩＭ
をはじめとするＩＴの活用など、近年注目されるこれらの課題に応えていかなければなりませ
ん。省エネ法については、適判基準が段階的に強化されほとんどの設計で計算が必要となり、
今後、ＺＥＢ、ＺＥＨなどの設計にも携わることになります。最近自然災害が多発しており、
防災と共にＢＣＰを求められることもあります。
　
　また、昨年度の労働基準法の改正により新働き方三法が中小企業者にも施行されました。業務
の生産性向上をはかり労働環境を改善することや、設備設計の仕事量が増している状況をご理解
頂き適正な業務報酬を示してもらうことが、次世代の技術者の育成につながると思います。この
ような課題に取り組み、会員が成長していく姿を誌上で紹介できればと思います。また、建築
設備に関する情報発信になるような記事も掲載したいと考えています。
　
　最後になりますが、関係官庁、建築関係団体、及びパートナー企業会員の皆様には今後とも
本協会へのご協力、ご指導、ご鞭撻を頂きますようよろしくお願い申し上げます。
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　社会が求める設備設計事務所への期待

　
　　　　　　　　　　　　　　　　 鹿児島県土木部建築課営繕室

　　　　　　　　　　　　　　　　 設備対策監兼工事監査監　飯迫　悦朗

　一般社団法人鹿児島県設備設計事務所協会会員の皆様には、日頃より営繕業務に関し、ご尽力
いただき厚くお礼申し上げます。

  さて、昨年１０月国において、成長戦略の柱に経済と環境の好循環を掲げると共に、２０５０年まで
に温室効果ガスの排出を全体としてゼロにする「２０５０年カーボンニュートラル」、脱炭素社会の
実現を目指すことが宣言されました。今後、建築分野においてもさらなる省エネ法の改正や国の
営繕事業におけるZEBの推進が見込まれるところです。
　また、コロナ感染症では、行政サービスや民間におけるデジタル化の遅れ、サプライチェーン
の偏りなど、様々な課題が浮き彫りになりました。
　ウィズコロナ、ポストコロナの新しい社会づくりの実現のため、営繕事業においてはデジタル
トランスフォーメーションとして、BIMの導入、情報共有システムの活用、生産性向上技術及び
テレワークの取組が促進されています。
　本県においても２０５０年までに温室効果ガスの排出を全体としてゼロとすることを目指すことや
SDGｓの理念を踏まえ、各種施策の推進や営繕の生産性向上技術の取組を図っている状況です。
　設備設計に関連する県の環境施策としては、ゼロカーボン充電インフラ整備事業として、電気
自動車等の普及に向けた充電インフラ整備を支援することとしており、今後、新設や既存施設に
おいて充電インフラ導入に係る設計支援が民間事業も含めて高まるものと考えています。
　また、地産地消型再生可能エネルギー導入支援事業も加速され、自立分散型エネルギー設備
設置及びそれに併設する蓄電池の計画も見込まれ、感染症対策としての換気・空調の高度化に
ついて、より一層の企画提案力が不可欠となります。
　このように環境・エネルギーの分野における設備設計の役割や期待は今後さらに高まり、重要
となってきます。
  一方、少子高齢化が進展する中で、新型コロナウイルス感染症対策を契機とした抜本的な生産
性・安全性の向上が求められており、ロボット・AI・BIM等のデジタル活用や非接触・リモート
型の働き方への転換が求められています。
　本県の建設業の施策としても、ICTの積極的な活用、書類の簡素化、関係者間調整の円滑化、
適正な施工期間の確保や週休二日試行工事などに取り組んでいます。
　皆様方には、これら国や県の取組について、これまでの知識・経験や技術力を十分に発揮して
ご協力いただけるよう期待しております。

寄稿
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　　　　　　　　鹿児島市 建設局 建築部 設備課

１．鹿児島市の環境への取り組みをお聞かせください。
　まずは、協会誌第２号発刊おめでとうございます。
　本市では、平成２４年度から第五次鹿児島市総合計画に基
づいて、「水と緑が輝く　人と地球にやさしいまち」を目指
して積極的に環境政策に取り組んでいます。地球温暖化防止
を喫緊の課題と捉え「ゼロカーボンシティーかごしま」を目
標とし、グリーンオフィスかごしま認定事業・公共建築物省
エネルギー推進事業など本市独自の取組みを行っています。
　特に公共建築物省エネルギー推進事業は、設備課職員が本市所有施設に直接出向いて、施設
の運営形態や設備機器の運転状況の調査を行い、その施設に適した省エネ手法の指導・助言を
施設管理者に行うことで、施設での電気使用量を削減しています。

２．建築設備における関心事をお聞かせください。
　鹿児島市が保有する建築物は約４，０００棟、面積で約２２０万平方メートル（公営企業を除
く）あります。公共建築物ストックマネジメント事業を通じて、従来のスクラップアンドビル
ド方式から計画的な改修による長寿命化に転換することで、既存建築物の有効活用を図ってい
ます。これに伴い改修事業における機器更新工事等のノウハウ蓄積の必要性を感じています。

　また、設備工事も熟練技能者の減少や若手技能者確保が困難な状況であり、工法による省力
化などの工法の研究も必要だと考えています。

３．設備設計事務所への要望などをお聞かせください。
　建築物の建設・維持管理におけるCO２削減・「ゼロカーボンシティーかごしま」達成に寄与
する建築設備の提案を、引き続きお願いします。設計の実務においては、既存技術のみではな
く民間工事等の知見などトップランナー的な技術の提供にも期待しています。また、設備設計
事務所協会の活動においては新技術・新工法などの勉強会開催や、働き方改革等の共通の課題
に対して情報の共有などに期待しています。引き続き建築設備の設計・施工監理など、本市の
建築行政への協力をお願いします。

設備課長
新留　善章氏

電気設備係長
原口　勉氏

機械設備係長
下池　一範氏

巻頭インタビュー

鹿児島市の建築設備に
おける環境への取り組み

巻 頭 イ ン タ ビ ュ ー

インタビュー　令和３年７⽉16⽇（⾦）15：30（⿅児島市設備課会議室）
　　　　　　　聞き手：（一社）鹿児島県設備設計事務所協会
　　　　　　　　　　　会長　田中義人、専務理事　平江傑、理事　櫨木信彦
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　環境の一部として建築を考える
　　　　　　　　　　　　　　　　　　鹿児島大学　准教授　鷹野　敦

■ 大学研究室での活動
　「環境建築研究室」と銘打って大学で研究、教育、実践活動を行っています。 “環境”も“建築”も語

義の広い単語ですので、環境建築という言葉はとても曖昧で、何も指し示していないとよく言われますが、

実はそれが気に入っています。建築を自立したものとしてではなく、周りにあるもの全てと関係しながら環

境をかたちづくる一要素として捉えたい。逆に言えば、環境という関係の総体から建築のあるべき姿を考え

たい、ということでわざと曖昧な言葉を使っています。

　研究室では、研究活動の成果を建築のデザインに実装することを主眼に、環境にまつわる幅広いテーマに

取り組んでいます。大きく分けると、（１）ライフサイクルアセスメント（LCA）による建物や都市空間の

環境評価と改善策の考察、（２）伝統的な建物に見られる環境調整手法の分析、（３）再生可能資源の循環に

関する考察、（４）環境要素による最適化手法を用いた建物設計支援ツールの開発、（５）建物の環境負荷を

低減する多機能木質部材の開発、の５つになります。ここでは、（１）で取り組む木質構法の開発の事例と、

（２）で得られた知見を建築設計に実装した事例を紹介したいと思います。

■ 木材の良さを最大限に活かし、木質資源の活用を促進する新構法の開発
　昨今、世界的に木材や木造建築が注目を集めています。木材が注目される理由の一つは、その環境的な

材料特性です。既に周知の内容かと思いますので詳細は割愛しますが、簡単に言うと、基本的に木材や木造

は環境に優しいという認識です。そして、環境への配慮が求められる社会背景の中、集成材をはじめ、CLT

（直交集成板）やLVL（単板積層材）などのエンジニアリングウッド（EW）と呼ばれる加工木質材料の開

発と普及が進み、それらを用いた大型・高層建築の木質化が建築業界のトレンドになっています。建物を木

質化する上で、多くの場合、EWによる長大で大断面の部材を用いて、コンクリートや鉄を代替するアプロ

ーチが取られます。２０世紀を牽引したコンクリートや鉄を木材で置き換えることで、環境への配慮をわか

りやすく表現し、新しい建築の在り方を標榜するやり方です。研究室でもCLTを用いた建物の設計や部材の

開発を行なっていますが、同時に、地域の木材を地域の技術で無

理なく加工し、木の良さを最大限に活かせる構法の開発を地元の

製材所と共同で行なっています。大型の工場で製作するEWとは対

局の、小さな製材所や手刻みで仕事をする大工が扱う木造です。

　この構法では、１０５mmを標準とした軸組に、９０mmの角材を

平積みして一体化したパネル（ログパネル）を耐力面材として嵌

め込みます（図１）。塊として分厚く使うことで木の性能を最大

特 集

図１：角材を平積みしたログパネル　
　　　によるマスティンバー

特集１



5

図６：旧増田家住宅: 入来麓に
　　　保存・展示される「ふた
　　　つや」の代表例*b

化し、構造、断熱、調温・調湿、気密、仕上げの役割を一石五鳥で

兼ねる部材になります。結果、木材使用量の増加、化石燃料由来の材

料（プラスターボード、断熱材など）の使用削減、現場での工期短縮

（コストと施工品質の最適化）、メンテナンスの容易化、建物の長寿

命化、解体時の分別・リサイクルの容易化が図れます（図２）。

　この構法の環境性能を定量的に把握し改善を行うため、LCAによ

る多角的な分析を行っています。例えば、同じ建物（２階建て住宅）

を本構法、在来軸組工法、CLTパネル工法、鉄骨工法、鉄筋コンク

リート工法（RC）で造ると仮定し、材料製造時の地球温暖化ガス

（GHG）排出量と建物内の炭素固定量を比べてみます（図３）。木造

は一般的にGHG排出が少なく、炭素固定量が大きくなりますが、CLT

パネル工法や本構法では木材使用量が大きいため、炭素固定量はより

顕著になります。反面、CLTパネル工法の場合、CLTの製造に接着

剤を多用するため、GHG排出量も大きくなります。本構法では、流通

寸法の製材を加工し、金物を使わずにパネル化して面材を造りますの

で、排出量を抑えつつ、炭素固定量を増やすことが出来ます。結果として、

環境性能の面から注目されるCLTパネル工法よりも低排出で固定量とのバラ

ンスの取れた建物を、より安価に造ることができます。

　この活動の具体的な社会実装の第一歩として、壁倍率の国土交通大臣

認定も取得しました（図４、倍率２．６倍）。木の特性を活かしたおおらかな

建物をつくることで、丸太の歩留まりを上げ、木材の使用量も上げ、山から

建物に至る流れの全方向に利潤をもたらす循環環境を地域に生み出すことを

目指しています。

■ 伝統的な民家の知恵に倣った現代建築の実証
　鹿児島の気候風土や伝統に根ざし、その魅力を後世に伝えること

ができる建築を考えるプロジェクトです（図５）。建主が代表を務め

る工務店と建築家の横内敏人氏、家具デザイナーの村澤一晃氏との共

同で、科学的な見地から建物の

環境性能を評価し、設計へフィ

ードバックする役割を担いまし

た。建物の複合的な機能（住宅

と地域の文化を育て発信するサロン）と敷地を取り巻く環境から、

鹿児島の伝統的な民家形式である「ふたつや（図６）」の構成が自然

と想起されました。「ふたつや」の構成は、社交的で格式の高い「オ

図２：本構法で建設した店舗の
　　　内観写真

図３：材料製造段階における
　　　GHG排出量と炭素固定
　　　量の比較*a

図４：壁倍率認定へ向けた
　　　性能評価試験の様子

図５：萌蘖：鹿児島の気候風土に
　　　呼応する現代建築の試み

特集１
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モテ」と呼ばれる場と、日常生活の場である「ナカエ」を別棟と

し、一般的に屋根棟の方向を直交させ平面的にも少しずらして配置

し、両棟の屋根が接する谷樋の下に「テノマ」と呼ばれる繋ぎの場

を設けるという特徴的なものです。それに倣い、サロンをオモテ、

住宅をナカエとして棟を分け、テノマに相当する玄関土間で両棟

を繋ぎ、庭で建物を囲むという構成となりました（図７）。

　この「ふたつや」の分棟構成は、風を採り込みやすく、台風など

の強風にも耐えやすい造りだと言われています。まずはこの点を

確認するため、二棟の配置パターンの違いによる建物周囲の風環境

の変化を、コンピューターシミュレーションを用いて解析しました

（図８）。分棟とすることで建物の表面積が増えることに加え、

テノマを設けることで二棟に作用する風圧の分布が多様になるた

め、採風を促す効果が期待できることがわかりました。テノマの

間口寸法（二棟の離隔距離）によって二棟の間を流れる風の速度が

変化するため、採風・防風を検討

する上で重要なポイントであることも確認できました（図９）。また、

強風時の風上側に規模の大きな棟があると、防風の役割を果たしつつ平時

の採風は妨げないことや、屋根棟を直交させることで強風時に屋根面に

かかる風圧を軽減できることなどが確認できました。さらに、最終の

配置計画をもとに、適切な生垣の高さや開口部の位置なども検証し、設計

へのフィードバックを行いました。出来上がった建物でこれらの効果を

比較的に検証することは難しいですが、利用者への聞き取りから、想定し

た風の流れが概ね実現されているのではないかと思います。

　もう一つの大きな検証項目は屋根でした。伝統的な日本の建物は「屋根

の建築」と呼ばれる通り、高温多湿で降雨量も多い日本の気候に応える

上で屋根は大変重要です。伝統を継承するという観点から、瓦屋根の採用

が設計の初期段階で決まりました。そこで、瓦屋根の環境性能を定量的に評価することと、鹿児島の気候に

合わせた屋根の構成を検討することを目的に、実験を行いました。原寸の屋根試験体を６体作成し、瓦屋根

と板金屋根の比較と、異なる瓦屋根の構成（在来仕様、通気仕様、通気

遮熱仕様、二重通気遮熱仕様）による熱の伝わり方の違いについて、

夏期（８月中旬－１０月中旬）と冬期（１－２月）に実測を行いました

（図１０）。結果として、大きな熱容量を持つ瓦屋根は板金屋根に比べ

て熱の移動が遅くなり、夏の日射熱による屋内への熱負荷を低減する

ことが確認できました。また、二重通気遮熱仕様の瓦屋根と板金屋根

を夏期の野地板表面温度の推移で比べた場合、最大で約５℃の差が確認

図７：萌蘖：ふたつやの構成を参照
　　　した分棟配置

図８：コンピューターシミュレー　　
　　　ションによる建物周囲の風　　
　　　環境の解析

図10：試験体を用いた瓦屋根の
　　　 熱性能の検証

図９：萌蘖：風の通り道と
　　　なるテノマ

特集１
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されました。一連の実験結果から、瓦屋根は鹿児島の強い日差しに

よる熱負荷を軽減する、風土に適した手段であるという結論を得る

ことができ、屋根の仕様を決定する根拠となりました。

　伝統的な材料や建物の造り方を客観的に検証しその知恵を現代に

活かす試みとして、関係者一同、大きな学びの機会になりました。

また、地域の環境に根ざした建物の在り方を考えることの重要性を改

めて強く感じるプロジェクトとなりました（図１１）。

■ 境目のない思考と活動
　研究や実践活動と同等に、教育も重要です。年齢や学力で区切られる学校制度とは別に、横断的で自由な

教育が必要だと思います。また、小さな頃から当たり前のこととして環境について学ぶことも重要です。

そのような想いから、子供たちが建築や街や環境を楽しく学べる塾の

ような学校（NPO法人こどものけんちくがっこう）を、工務店（株式

会社ベガハウス）と共同で運営しています（図１２）。内容については

別の機会にご紹介できればと思いますが、全てに共通して、従前の枠

に捉われず、曖昧で相対的な環境のように境目なく思考し、これから

も積極的かつ自由に活動を拡張していきたいと考えています。

a: Takano A, Aiki Masashi, Yasunaga R: Sustainable building material selection: A case study in a Japanese context, 

IOP Conference Series Earth and Environmental Science 588, 022069, 2020 Nov.

b: 薩摩川内観光物産ガイド: https://satsumasendai.gr.jp/spotlist/21641/

コピーライト

図５、９、１１は「小川重雄」

Profile
　建築学専攻（工学部　建築学科）

　准教授

　鷹野　敦

　日本で建築の勉強をし、実務経験を積んだ後、フィンランドの大学（アアルト大学）で新たに木質材料や木造
　建築について学び、研究を行ってきました。その経験をもとに、現在は資源や地球環境の視点から建築のデザ
　インを考えています。
　「半士半農」を理想に掲げ、研究と実践をバランス良く行うよう心がけています。

図11：萌蘖：庭、軒下と一体的
　　　  につながるナカエの空間

図12：小中学生が建築や環境を
　　　 気軽に学ぶ「こどもの
　　　 けんちくがっこう」

特集１
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　『小さい会社でのSDGｓの進め方』
　　　　　　　　　　　ＮＰＯ法人エコサポートＴＧＡＬ理事長　久留　正成
　　　　　　　　　　  （中小企業診断士・環境経営審査員・エネルギー管理士）

　２０１５年９月の国連サミットで採択されたSDGｓの動きが国内でも大きくなっています。

　大手企業では、ESG投資との関連でSDGｓが必須となっています。

　小学校・幼稚園でも、これからの未来を担う子ども達にはSDGｓは必須と教育しており、子ども達は、

お父さんやお母さんよりSDGｓについてよく知っています。

■ SDGｓの必要性
　地球環境・人類の未来は、１９７２年国連人間環境会議から論議されてきました。

　１９９４年には、環境庁の環境白書では図１のようなデータが発表されました。

　２０２１年時点では、図２のような環境・SDGｓトピックスがあります。

　SDGｓ講演会や本を読んでも、海外での活動や大きな活動が多く、小さな会社での進め方はわかりにくい

状況かと思います。

　小さい会社でも、SDGｓを取組まないといけないのか？

　今取り組んでいる事業・活動だけでは足りないのか？

　取組むとしたら、何から始めたらよいのか？など困っていると思います。

特 集 

図１ 図２

特集２
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■ SDGｓの本質
　これまでもビジネスはCSR・三方よし・士魂商才など、社会的なことを考えるべきとの考えはありました。

　しかし、長い期間多くが「経済中心」の考え方で「顧客満足度向上」に取組み、「安い・早い・高品質」

と「便利さ・快適さ」を追及してきました。

　そのため、環境課題・社会課題が深刻となり、持続可能性が危惧されています。

　SDGｓでは、「環境面」、「社会面」も考える広い視野と実践が一人ひとりに求められます。

　発想・行動を大きく変えることが必要となり、お客様からも今後求められます。

　そのためには、「従業員満足度」「社会満足度」を高めていくことが必要です。

■ SDGｓ５つの重点分野
　SDGｓでは、５つの重点領域があり、「世代間公正」「誰一人取り残さない」の考えの元に、改善・改革

が求められています。

　①　人　間：すべての人間が潜在能力を発揮することができること。

　②　豊かさ：すべての人間が豊かで満たされた生活を享受することができること。

　③　地　球：地球を破壊から守ること。

　④　平　和：平和的、公正かつ包摂的な社会を育んでいくこと。

　⑤　パートナーシップ：実現に必要な手段を、グローバル・パートナーシップを通じて、動員すること。

■ SDGｓに取組む４つのメリット
①　経営理念・社是等の浸透による組織の活性化

　　経営理念・社是等を一人ひとりが考えることで、事業の経営理念・社是が再認識され、事業運営上の

　　価値観が浸透し、一体感が醸成されます。

②　新たな商品・サービスの企画・開発・製造・販売

　　SDGｓの視点で対象を広げたら？もっと工夫したら？など検討することにより新商品・新事業の可能

　　性が高まります。

③　会社の信用・イメージアップ

　　SDGｓに取組むことにより、顧客との連携強化・新規顧客との取引・地域での知名度アップ・リクル

　　ート時の好感度アップなどが期待できます。

④　リスク対策

　　会社の総合的な課題検討と予防対策ができるとともに、これから厳しくなると予想される顧客からの

　　SDGｓ要請対応が円滑になります。

特集２
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■ SDGｓの進め方
　一般的には、GRI等が発行する「SDGコンパス」に基づき実践するケースが多いですが、小さい会社向け

には、以下のような進め方を紹介しています。　　

①　第一ステップ：SDGｓについての学習

　　SDGｓとは何か？その必要性？そのメリット？等SDGｓについての基本や事例学習

　　朝会などでのSDGｓ所感・ミーティングでの検討

②　第二ステップ：事業・活動との紐付け

　　会社の経営理念・社是など再認識・学習、SDGｓとの関連付け

　　事業・活動とSDGｓ17目標との関連検討・紐付け・マトリクス化

③　第三ステップ：できるところ・やりたいところから実践

　　全員が関われて取り組みやすい環境課題や優先度の高いテーマに取組む。

　　順次、社内の働き方改革・健康経営・女性活躍・職場環境改善等「従業員満足度」

　　取引先・地域などとの連携・コミュニケーション・新事業など「社会満足度」に取組む。

④　第四ステップ：SDGｓ活動のまとめ・社外への公表

　　SDGｓ活動のまとめを行い、ホームページなどで発信・公表します。

⑤　第五ステップ：年度ごとの見直し・ステップアップ

　　毎年、SDGｓ活動を見直し、ステップアップしていきます。

■ 設備設計事務所のSDGｓ
　設備設計事務所の事業・活動は、一般的にSDGs１７目標とは以下のように紐付けできます。

目標 ６：安全な水とトイレを世界中に

　　　　 ・すべての人々の水と衛生の利用可能性と持続可能な管理を確保する。

目標 ７：エネルギーをみんなにそしてクリーンに

　　　　 ・すべての人々の、安価かつ信頼できる持続可能な近代的エネルギーへのアク

　　　　　 セスを確保する。

目標 ８：働きがいも経済成長も

　　　 　・包摂的かつ持続可能な経済成長及びすべての人々の完全かつ生産的な雇用と

　　　　　 働きがいのある人間らしい雇用（ディーセント・ワーク）を促進する。

目標 ９：産業と技術革新の基盤をつくろう

　　　 　・強靭で（レジリエンス）なインフラ構築、包摂的かつ持続可能な産業化の促

　　　　　 進及びイノベーションの推進を図る。

目標１１：住み続けられるまちづくりを

　　　 　・包摂的で安全かつ強靭（レジリエンス）で持続可能な都市及び人間 居住を

　　　　　 実現する。

特集２
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目標１3：気候変動に具体的な対策を

　　　　・気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる。

　環境活動や地域貢献活動を実施している場合は、その活動とSDGs目標を紐付けします。

■ SDGｓ活動の特徴的な視点：できるところから実践
・包摂性：「誰一人取り残さない」の理念に則って取り組んでいるか？

　　　　　多様性やジェンダーの視点が活動に含まれている？

・統合性：経済・環境・社会の３分野における関連課題との相互関連性・相乗効果を重視し、統合的解決

　　　　　の視点・異なる優先課題を有機的に連動しているか？

・参画性：脆弱な立場に置かれた人々を対象として取り込んでいるか？

　　　　　主体的に取組み、様々なステークホルダーを巻き込んでいるか？

・透明性と説明責任：定期的に活動を評価し公表しているか？

　　　　　活動を定期的に見直ししているか？

■ SDGｓ目標をシステム的に推進する方法
　SDGｓ目標を効果が上がるように継続的に推進するためにはPDCAを回すマネジメントシステムが必須です。

　ISO9001・ISO14001・KES・EA21を運用しているところでは、そのシステムを活用することを提案しま

す。これから取組む小さい会社には、環境とSDGｓも統合して取組める中小企業版環境管理システムKESス

テップ１を推奨します。

　NPO法人エコサポートTGAL（ティーガル）

　　設立目的　「環境保全」と「環境の視点で中小企業と地域の活性化」

　　活動理念　「環境＝経営＝人づくり＝地域づくり」　　

　　設　　立　　２００３年８月

　〒８９２－０８５４　鹿児島市長田町18－36　エフ・リベルテ・ナガタ1Ｆ

　TEL：０９９－２２３－６４２５　　FAX： ０９９－８０５－１６８１ 　

　Eメール　ecotgal@ark.ocn.ne.jp

　ホームページ：http://www.tgal.org/

特集２
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アンケート
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アンケート
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「SDGs」の推進をサポートする機器＆ソリューション
パナソニック株式会社　ライフソリューションズ社

技術ニュース
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バイオトイレ（ノンコンポスト型）
南国殖産株式会社

技術ニュース

〇 自己完結型の環境に優しいトイレ
  （水洗水を循環利用／給水・排水不要）
〇 杉チップで有機物を分解
  （悪臭がしません）
〇 常時、及び災害時の対応可能トイレ
　 新設・既設トイレに処理ユニットを追加設置し常設使用可能、
　 かつ災害時も電源のみで使用可能
〇 維持管理（杉チップ補充、残渣の除去、オガクズの交換不要）
〇 富士山山頂、５合目に設置（延べ２万人に利用）、他国内外50基

バイオトイレ（ノンコンポスト型）

１日当たりの処理能力
Ｓ型：160回/日
Ｍ型：200回/日
Ｌ型：300回/日

◆本件に関するお問合せ先
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正会員作品紹介

■ 竣工情報　竣 工 年 月 日　２０２０年４月竣工	
　 　　　　　建 築 場 所　鹿児島県鹿児島市松元町
　 　　　　　構 造 ・ 規 模　鉄筋コンクリート造、２階建て
　 　　　　　空 調 面 積　２，６５８㎡			 

■ 設計監理　発 　 注 　 者　鹿児島市建設局建築部設備課	
　 　　　　　設備設計監理　有限会社　アムーン
　 　　　　　空調設備工事　株式会社　フジヤマ
　１．空調主要機器　空冷ヒートポンプモジュールチラー
　　　　　　　　　（冷却・加熱能力：１５０KW×１．８５KW×１）
２．空 調 方 式　輻射式+パッケージ方式	
３．輻射方式を採用した理由
　　従来の体育館空調はエアーハンドリングユニット＋ダクト方式が主流であった。しかし、スポーツ競技や

のど自慢大会などでは気流や騒音等に対する配慮が必要であるにもかかわらず体育館は階高が高いため、
従来の空調方式では居住域外の空間も空調するため無駄なエネルギーを消費していた。輻射式は、気流・
騒音が無く室内設定温度も居住域の体感温度で行えるのでエネルギーロスの軽減を目的として採用した。

４．考察
・輻射空調のみ（１０：００～１１：２０）

温度：高さ１m～３mの範囲だけが冷房され、４m～８mでは温度が変化していないことが判る。
湿度：高さ１m～３mの範囲の除湿効果が大きく、WBGTも大きく減少し、輻射空調だけでも熱中症の
リスクが大きく軽減できた。　

・輻射空調＋エアコン（１２：００～１４：４５）
外気温度が設計条件：３４．４℃を超える３６．１℃だったが、高さ３m以下の居住域では、外気温との温
度差が平均７．２６℃となった。WBGTも全ての高さで大きく減少しており、運動警戒レベルを下回り、
輻射空調の有効性を確認した。

正会員作品紹介
松元平野岡体育館空調設備工事

有限会社　アムーン　

図１ 体育館 輻射式空調・測定状況

■ 体育館中央部の温度・湿度・WBGT（1/2） ■ 床から高さ2ｍの温度・湿度・WBGT（1/2）
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正会員作品紹介

■ 竣工情報　竣 工 年 月 日　２０２０年１月竣工	
　 　　　　　建 築 場 所　鹿児島県鹿児島市加治屋町地内
　 　　　　　構 造 ・ 規 模　RC造５F
　 　　　　　延 べ 面 積　４，８４０㎡			 

■ 設計監理　発 　 注 　 者　鹿児島県　　　　　　　　　　　　　電気設備工事　中外電工株式会社
　 　　　　　設備設計監理　有限会社　共栄設備設計事務所　　　機械設備工事　中央工業株式会社
　 　　　　　建築設計監理　株式会社　畠中設計　　　　　　　　
　　　　　　 建 築 工 事　渡辺・米盛・福永特定建設工事共同企業体　

■ 電気設備概要
１．電灯設備					   
　　２４教室：直付LED灯				  
　　トイレ・昇降口：人感センサーによる直付LED灯
２．幹線動力設備
　　EPS内分電盤収納
　　天井内ケーブルラックによる幹線経路確保
３．情報通信設備
　　電話・LAN配線､TV共聴､トイレ呼出
４．防災設備
　　非常放送・Ｒ型火災報知設備
５．受変電設備
　　受変電システム　CB型、高圧分岐盤３面
　　変圧器　油入自冷１φ２００kVA×１､３φ１００+３００kVA

鹿児島県立鹿児島中央高等学校　校舎改築工事

■ 機械設備概要
１．給排水衛生設備
　　1・２階 直結給水、
　　3・４階 圧送方式
　　排水は下水道に放流
２．空調設備
　　空冷ヒートポンプパッケージ
　　エアコン（PTA空調含む）
　　ツインタイプ２９組
　　（室外機：重耐塩）
　　全熱交換器２９組

図１　外観（中央玄関側） 図２　外観（中庭側）

図３　受変電設備 図４　空調室外機

有限会社　共栄設備設計事務所　
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■ 竣工情報　竣 工 年 月 日　２０１９年１２月竣工	
　 　　　　　建 築 場 所　鹿児島県鹿児島市谷山中央
　 　　　　　構 造 ・ 規 模　鉄筋コンクリート造、４階建て
　 　　　　　延 べ 面 積　３，６２６㎡			 

■ 設計監理　発 　 注 　 者　鹿児島県　　　　　　　　　　　　　　電気設備工事　株式会社誠電社
　 　　　　　設備設計監理　株式会社西栄設備事務所　　　　　　　衛生設備工事　株式会社ダイサン
　 　　　　　建築設計監理　株式会社武田建築事務所　　　　　　　空調設備工事　株式会社エコロン
　 　　　　　建　築　工　事　１工区：新生特定建設工事共同企業体					   
　　　　　　　　　　　　　 ２工区：阿久根・丸福特定建設工事共同企業体
　■ 電気設備概要

１．電灯設備
　　照明器具は、LED直付型を採用					   
　　点滅装置は、トイレは人感センサ、その他は
　　スイッチを採用					   
２．コンセント設備
　　OAフロア対応					   
３．幹線動力設備
　　EPSまではケーブルラック配線。
　　以降は天井コロガシ配線					  
４．情報通信設備
　　必要箇所にCat５eジャックと無線用位置ボッ
　　クスを配置					   
５．受変電設備					   
　　受 電 電 圧　６，６００V			
　　受変電システム　CB型、高圧分岐盤１面			 
　　変　圧　器　１φ３００KVA、３φ７５KVA

鹿児島県立鹿児島南高等学校（校舎改築１期）

■ 機械設備概要
１．給排水衛生設備

　洗面器は自動水栓、小便器は自動洗浄と節
水形を採用。受水槽（２５㎡）を新設して既
設の直結系統給水管から給水。新築建物は加
圧給水ポンプ方式とし、既設管理教室棟は既
設揚水管に接続し高置水槽へ給水。
　調理室の排水にはグリーストラップを計画
し下水本管へ放流。ガス使用室にガス漏れ警
報器を設置し、各系統に緊急遮断弁装置を設
け緊急時に対応。
　屋内消火栓設備は既設に合わせ、１号消火
栓を採用。

　２．空調設備
　室外機は各階のバルコニーに設置し、別途
PTA空調を考慮したドレン配管を計画。
　空調室は第１種換気として空調換気扇を採
用。（PTA空調部分も含む）

図１　外観 図２　外観（夜間）

図３　電気室及び屋外変電設備 図４　空調室外機など

正会員作品紹介

株式会社　西栄設備事務所　
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協会活動報告

協会活動報告

※令和３年度の事業について　（令和３年８月31日現在）
   総務委員会
　
●　理事会開催　※議事録は当協会ＨＰにて公開しています。

第１回　１月21日　18：00～　アクアガーデン福丸　
　　　　出席者：植村、大石、上畑、田中、吉田、平江、次期理事　櫨木、尾脇
　　　　・主な議題
　　　　　①新年度の活動について
第２回　２月18日　18：00～　アクアガーデン福丸
　　　　出席者：植村、大石、上畑、野口、田中、吉田、平江、次期理事　櫨木、尾脇
　　　　・主な議題

　　　　①定時総会開催日程、審議事項について
　　　　②基本資料・会計資料の内容について
　　　　③青年部総会の報告
　　　　④パートナー企業会総会・新春懇談会の開催について

第３回　３月18日　18：00～　アクアガーデン福丸　
　　　　出席者：田中、大石、櫨木、尾脇、吉田、平江、小島
　　　　・主な議題

　　　　①新体制スタート
　　　　②鹿児島市との協議について

第４回　４月16日　18：00～　アクアガーデン福丸　
　　　　出席者：田中、大石、櫨木、尾脇、吉田、平江、小島
　　　　・主な議題

　　　　①地方自治体への訪問について→中止（文書配布)
　　　　②本年度の事業について（新型コロナ関連)
　　　　③親睦ゴルフコンペの開催について

第５回　５月21日　18：00～　アクアガーデン福丸
　　　　出席者：田中、大石、櫨木、尾脇、吉田、平江
　　　　・主な議題
　　　　　①鹿児島市との協議について
第６回　６月18日　18：00～　アクアガーデン福丸
　　　　出席者：田中、大石、櫨木、尾脇、吉田、平江
　　　　・主な議題
　　　　　①協会誌作成について
　　　　　②鹿児島県との協議について（雷保護設備の考え方）
　　　　　③暑気払い会開催について→中止
第７回　７月16日　18：00～　アクアガーデン福丸　
　　　　出席者：田中、大石、櫨木、尾脇、吉田、平江、小島
　　　　・主な議題
　　　　　①日設自連　新会長就任について　高木俊幸氏
　　　　　②会員大会の開催について

　　　　③令和４年度九州・沖縄ブロック協議会鹿児島大会について
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協会活動報告

第８回　８月27日　18：00～　リモート開催
　　　　出席者：田中、大石、櫨木、尾脇、吉田、平江
　　　　・主な議題
　　　　　①会員大会の開催について→中止
　　　　　②九州・沖縄ブロック協議会宮崎大会出席者について
　　　　　③会計年度変更について

　　　　　　　④高圧・特別高圧電気取扱特別教育講習会について
　●　定時総会開催

第19回　２月26日　17：00～
　　　　アクアガーデンホテル福丸　
　　　　・報告事項

　　　　①令和２年度事業報告
　　　　②令和３年度事業計画
　　　　③令和３年度事業予算

　　　　・審議事項
　　　　①令和２年度事業収支決算報告
　　　　②令和３年度４年度役員改選

　　
  広報委員会	 		
　　●　ホームページの更新・メンテナンス			 
●　ＰＲ定期新聞広告	 		
　　１月１日	 かごしま建設新聞　新春広告	
　　８月１日	 かごしま建設新聞　暑中見舞い広告	
●　協会誌「人・環境・みらい」の発行			 
　　
  技術委員会			 
　　●　鹿児島県との技術交流			 
　　１．雷保護設備の考え方について現在協議中		
　　２．技術研修会の開催について協議中		
　　
  パートナー企業委員会			 
　　●　パートナー企業総会			 
　　２月26日　19：00～
　　アクアガーデンホテル福丸
●　親睦ゴルフコンペ	 		
　　５月15日　知覧カントリークラブ　		
　　
  次世代委員会			 
　　●　ボランティア活動協議中			 
　
鹿児島市との協議会			 
　　４月27日　13：30～　鹿児島市会議室　

協会誌発行委員会

パートナー企業総会（前年度理事退任式）

鹿児島市との協議会
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社員紹介



会 員 名 簿

令和３年度　役　　員　　名　　簿

令和３年度　正 　 会 　 員 　 名 　 簿

令和３年度　パートナー企業会員名簿
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令和３年度　役員名簿

役員名簿
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令和３年度　正会員名簿

正会員名簿
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令和３年度 パートナー企業会員名簿（会員数113社　令和３年11月１日現在）

パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿



28

パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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パートナー企業会員名簿
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代表取締役社長　寺師　弘己

本社・鹿児島営業所/高圧ガスグループ
鹿児島市谷山港3-4-1

TEL （099）261-5000   FAX （099）261-7406

■ 国 分 営 業 所 霧島市国分野口北3-11
TEL (0995)48-5100   FAX (0995)48-535

■ 南 薩 営 業 所 南さつま市加世田ハーモニー12
TEL (0993)53-9970   FAX (0993)53-9902

■ 指宿保安事務所 指宿市湊4-2-24 
TEL (0993)22-3623   FAX (0993)22-3650

■ 川 内 営 業 所 薩摩川内市御陵下町32-18
TEL (0996)20-6888   FAX (0996)20-6889

■ 鹿 屋 営 業 所 鹿屋市笠之原町1943-1
TEL (0994)52-1281   FAX (0994)52-1282

■ 姶 良 営 業 所 姶良市西姶良1-31-13
TEL (0995)67-2588   FAX (0995)65-1169

ふるさとの産業をサポート・安心で快適な暮らしをサポート
民生用･産業用LPガス/各種高圧ガス/燃料電池/コージェネ/GHP/吸収式冷温水器
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